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10月₁日㈭　小見川区循環バス実証運行開始式

　　₂日㈮　佐原の大祭秋祭り実施本部会議

　　₃日㈯　小江戸サミット2009佐原大会

　　₈日㈭　農業委員会総会

　　12日㈷　小見川区敬老会

　　13日㈫　成田空港圏自治体連絡協議会臨時会

　　14日㈬　香取市総合防災訓練

　　15日㈭　香取市立地企業交流会議

　　18日㈰　栗源区悠々のつどい

　　19日㈪　教育委員会表彰式／姉妹校国際交流歓迎会

　　20日㈫　香取市東庄町病院組合議会／市民懇談会

　　21日㈬　千葉県市長会定例会

　　26日㈪　中学生議会

　　27日㈫　香取広域市町村圏事務組合議会

　　30日㈮　百歳の高齢者に対する祝状・記念品贈呈

　　31日㈯　認知症メモリーウォーク出立式／香取市民文化祭

【まちかど通信】
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香
取
遺
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「一ノ分目　善雄寺」

10月の主な行動

▲佐原の大祭秋祭り
森田知事来市
� （10月10日）

▲一ノ分目領主　田付景治の墓

取の情報をクイズで発信
チバテレビ市町村街かどクイズ香

ず
に
家
を
出

て
、
町
へ
と

急
ぐ
メ
ア

リ
ー
・
ス
ミ

ス
。
ゴ
ム
の

チ
ュ
ー
ブ
に

乾
い
た
豆
を

こ
め
、
吹
い

て
飛
ば
す
、
そ
の
仕
事
と
は
？
実
在
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
の
お
話
。

 

（
光
村
教
育
図
書
）

　千葉県内市町村の情報をクイズ形式で紹介する、チバテレビの「お
じゃまします！市町村街かどクイズ」の撮影が、10月18日に道の駅
くりもと紅小町の郷で行われ、10月30日に放映されました。
　撮影日は、同番組でおなじみの轟二郎さん・金杉陽子さんから、
道の駅を訪れた家族連れなどに、香取市に関するクイズが出題され、
和やかな雰囲気の中で、道の駅くりもとの情報をはじめ香取市の旬
の話題を発信しました。

▲楽しいトークを交えながら香取の情報を紹介

リ
サ
イ
ク
ル

　
　

不
要
・
廃
棄
の
本
や
雑
誌

　

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら
開

催
時
に
、
図
書
館
所
蔵
の
本
や
雑

誌
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
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月
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日
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9
時
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佐
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中
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図
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央
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書
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10月18日人形劇っておもしろい！
　根っこ座による大型紙芝
居と人形劇が、中央公民館
で開催され、多くの家族連
れが訪れました。紙芝居は

「おむずびころりん」、人形
劇は「大きなカブ」と、お
なじみのお話が披露され、
子どもたちは、身を乗り出
しながら、「うんとこしょ。
どっこいしょ」と、大きな
掛け声をかけて人形劇を楽
しみました。

江戸幕府の砲術家
旗本田付家の墓

　

Ｊ
Ｒ
成
田
線
水
郷
駅
の
程
近

く
、
一
ノ
分
目
字
小

し
ょ
う

路じ

に
浄
土

宗
善ぜ

ん

雄の
う

寺じ

が
在あ

り
ま
す
。

　

康
元
元
年
︵
1
2
5
6
︶、

登と
う

蓮れ
ん

社し
ゃ

玉ぎ
ょ
く

誉よ

伝で
ん

公こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

の
開
山

と
伝
わ
る
由
緒
あ
る
寺
で
、
ご

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
す
。
高

さ
1
・
7 

6
ｍ
の
坐ざ

　
ぞ
う像
で
、
い

わ
ゆ
る
丈

じ
ょ
う

六ろ
く

仏ぶ
つ

で
す
︵
昭
和
33

年
、
県
指
定
文
化
財
︶。

　

山
号
を
野
中
山
と
称
す
る
よ

う
に
、
か
つ
て
は
善
雄
寺
の
西

方
、
字
野
中
に
在
っ
て
、
江
戸

時
代
に
火
災
の
た
め
現
在
地
へ

移
転
し
た
、
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

本
堂
裏
手
に
は
、
そ
の
際

に
移
さ
れ
た
古
い
墓
石
が
並

ん
だ
一
角
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
江
戸
時
代
一
ノ
分
目
の

領
主
、
旗
本
田た

つ
け
の付
景か

げ

治は
る

の
墓

石
が
建
っ
て
い
ま
す
。
高
さ
は

2
・
4
ｍ
ほ
ど
の
比
較
的
大
き

な
墓
石
で
、
板い

た

碑び

型
と
い
わ
れ

る
、
頭
頂
部
を
山
形
に
尖と

が

ら
せ

た
形
を
し
て
い
ま
す
。
正
面
に

は
﹁
田
付
景
治
大
居
士
﹂
そ

の
両
脇
に
﹁
寛
永
十
四
丁
丑
歳

︵
1
6
3
7
︶
三
月
十
四
日
﹂

と
没
年
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

田
付
家
は
、
は
じ
め
香
取

郡
に
お
い
て
5
0
0
石
を
知
行

さ
れ
た
旗
本
で
、
一
ノ
分
目
村

3
6
2
石
、
米
野
井
村
1
3
8

石
の
領
主
で
し
た
。
後
に
、
下し

も

野つ
け

国
な
ど
で
3
0
0
石
を
加
増

さ
れ
、
都
合
8
0
0
石
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

景
治
の
父
は
景か

げ

澄ず
み

と
い
い
、

こ
の
人
物
は
稲
富
一
夢
、
安
見

右
近
と
と
も
に
鉄
砲
三
名
人
と

呼
ば
れ
た
、
和
流
砲
術
の
一
つ

田
付
流
の
始
祖
で
す
。
鉄
砲
、

砲
術
に
関
す
る
伝
書
も
数
多
く

著あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。

　

慶
長
18
年
︵
1
6
1
3
︶
か

ら
徳
川
家
康
に
仕
え
、
翌
年
の

大
坂
冬
の
陣
に
も
出
陣
し
て
い

ま
す
。
幕
府
編
さ
ん
の
史
書﹃
徳

川
実
記
﹄
に
は
、
こ
の
時
、
景

澄
に
打
ち
込
ま
せ
た
﹁
大
仏
郎

機
﹂
と
呼
ぶ
大お

お

筒づ
つ

の
砲
弾
が
大

坂
城
天
守
の
柱
に
命
中
し
、
淀

殿
が
大
い
に
恐
怖
し
た
こ
と
で
、

和
議
の
機
運
が
高
ま
っ
た
、
と

の
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

　

真
偽
の
程
は
と
も
か
く
、
そ

の
子
孫
は
江
戸
幕
府
の
鉄
砲
方

を
世
襲
し
、
ま
た
景
澄
の
次
男

正ま
さ

景か
げ

も
大
垣
藩
に
仕つ

か

え
砲
術
を

伝
授
す
る
な
ど
、
同
家
は
特
殊

な
技
能
を
受
け
継
い
だ
家
柄
で

し
た
。

　

善
雄
寺
に
は
、
田
付
家
の
う

ち
、
景
澄
と
景
治
の
2
人
だ
け

が
葬
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
景
澄
の
墓
石
は
今

の
と
こ
ろ
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
そ
の
墓
石
や
関
係
す

る
古
文
書
な
ど
が
発
見
さ
れ
れ

ば
、
砲
術
家
田
付
の
存
在
が
よ

り
一
層
身
近
な
も
の
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

10月27日・28日鳥居河岸からいにしえの旅
　東京都新宿区から「いき
いきハイキング」で、両日
合わせ約400人が香取市を
訪れました。江戸時代から
多くの人々に愛された水郷
遊覧と香取神宮参拝を再現
したコースで、津宮鳥居河
岸を出発し、香取神宮や歴
史的町並みが残る小野川沿
いの散策など、いにしえの
旅を満喫しました。


